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特別損失の計上及び通期連結業績予想並びに剰余金の配当に関するお知らせ 

 

当社は、2025年６月期決算において、特別損失を計上するとともに、2025年５月９日に公表いたし

ました「2025年６月期第３四半期決算短信〔日本基準〕(連結)」において未定としておりました2025

年６月期の通期連結業績予想を以下の通りといたしましたので、お知らせいたします。 

また本日開催の取締役会において、2025年６月30日を基準日とする剰余金の配当（無配）につき決

議いたしましたので併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失の計上 

当社は、中期経営計画「ユビテック4.0」に基づく事業転換に伴う先行投資により、５期連続の

営業赤字の計上が見込まれることから、2025年６月期決算において、当社保有の固定資産325百万

円を全額減損計上することといたしました。 

一方、注力事業としているD-Drive事業に関しては、新たなサービスであるアルコール・インタ

ーロック機能が、飲酒運転防止を確実に実現できるソリューションとして注目され、導入数や引き

合いは着実に伸び、2026年６月期以降の業績寄与が見えてきております。また、Work Mate事業に

関しても、企業における熱中症対策義務化の背景もあり、導入数は着実に増加し、利益は安定化し

てきています。 

2026年６月期以降、D-DriveとWork Mateの両事業に注力し、さらなる利益の安定化と収益貢献度

の明確化、ならびに資産効率の改善につなげていく所存です。 

 

２．業績予想について 

（１）2025年６月通期連結業績予想（2024年７月１日～2025年６月30日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

1 株あたり 

当期純利益 

前回発表予想(A) － － － － － 

今回発表予想(B) 1,235 △155 △154 △482 △32 円 59 銭 

増減額(B-A） － － － － － 

増減率(％) － － － － － 

(ご参考)前期実績 

(2024年６月期) 
1,016 △245 △244 △344 △23 円 28 銭 

 



 

（２）業績予想公表の理由 

 2025年６月期の連結業績予想につきましては、当社グループを取り巻く事業環境の変化等によ

り、合理的な算定を行うことが困難な状況であったことからこれまで未定としておりましたが、

現時点で入手可能な情報や業績動向等に基づき、業績予想を算定いたしましたので、公表いたし

ます。 

 売上高につきましては、安全見守りサービス「Work Mate」及び安全運転支援サービス「D-

Drive」における導入実績の増加並びに歯科診療向け咬合力計測機器用回路基板の受注増により、

売上高は前期実績と比較して21％程度の増収となる見通しです。 

営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、上記１．に記載の

通り、固定資産の減損損失を特別損失に計上することとなりましたので、営業利益△155百万円、

経常利益△154百万円、親会社株主に帰属する当期純利益△482百万円となる見通しです。 

 

３．剰余金配当について 

（１）配当の内容 

 決定額 
直近の配当予想 

（2025年５月９日） 

前期実績 

（2024 年６月期） 

基準日 2025年６月30日 同左 2024 年６月 30 日 

１株当たりの配当金 0 円 00 銭 未定 0 円 00 銭 

配当金増額 － － － 

効力発生日 － － － 

配当原資 － － － 

 

（２）理由 

 当社は、株主の皆さまへの利益還元を経営の重要政策として位置づけ、利益配分につきまして

は将来の事業展開や経営環境の変化に対応するため、内部留保に留意しつつ、安定的な配当を行

うことを念頭に置き、業績に応じて総合的に決定することを基本方針としております。 

2025年６月期の期末配当予想につきましてはこれまで未定としておりましたが、前述の通り親

会社株主に帰属する当期純損失を計上する見通しであることから、誠に遺憾ではございますが無

配とさせていただきます。 

株主の皆様には深くお詫び申し上げますとともに、可能な限り早期に復配できるよう業績の改

善に努めてまいりますので、ご理解と引き続きのご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 
（注）以上の業績予想は、現時点で入手可能な情報による判断および仮定に基づき算定しており、リスクや不確定要素の変

動及び経済情勢等の変化により、実際の業績と本開示内容における見通しとは異なる可能性があります。 

 

以 上 


